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Abstract:
The purpose of this study was to investigate the situation of the weaning food and knowledge and 
the consciousness, of the 0 years old child class child-minder in the nursery school. The following 
results were obtained.
1)  The 0 years old child class child-minder decide the progress time of the weaning food. They 
get the knowledge about the weaning food from a coworker. The recognition for them about “Guide-
lines for Breast-Feeding and Weaning” was low. So it is important that we let them understand it.
2)  “Chewing” and “Hateful food” are the biggest problems on give the weaning food to children.
3)  When they support the meal of the children, they talk to children and confirm a pace and chew-
ing and swallowing.
4)  When they support the meal of the children, they value the will to eating of children, coopera-
tion with the home, and pleasant atmosphere. But the consciousness for the nourishment and the 
manner of the meal was low.
5)  There was a difference in the consciousness of them by number of worked years and child care 
experience of own.
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はじめに
　人間の一生の中で栄養摂取方法が最も大き
く変化する時期が乳児期である。一般に、生
後 5～ 6か月を過ぎる頃になると、乳汁のみ
の栄養摂取方法から離乳食へと移行する。離
乳食を食べることは食物を口へ取り込み、咀
嚼し、嚥下するという摂食機能の発達を促す
だけでなく、食行動及び食習慣の基礎を形成
するという観点からも非常に重要である。
　平成 22 年に厚生労働省より示された「児
童福祉施設における食事の提供ガイド」1）で
は、食事の提供及び栄養管理について、離乳
食等における個人への対応の配慮や多職種間
の連携の重要性が示されている。特に、子ど
もに直接関わる保育士等が観察した情報につ
いて管理栄養士・栄養士と共有し、対応する
体制を確立することの重要性についても言及
している。このように、保育士は離乳の進行
や援助に関わりながら、子どもたちの食行動
や食習慣の基礎形成において非常に重要な役
割を担っていると考える。
　近年、育児休暇から早期に職場復帰する女
性が多くなり、乳児保育を実施する保育施設
が増加している。このため、保育士が離乳の
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進行に関わる機会が今後増加し、その役割が
重要になると考える。
　そこで、本研究では保育所における離乳食
の実施状況、0 歳児クラス担任保育士の離乳
食に対する知識や意識の現状について調査
し、その実態を明らかにするとともに、問題
点について検討を加えた。さらに、今後の保
育士養成における食教育の在り方の是非につ
いて見直すことを目的とした。
調査方法
　調査実施期間は平成 24 年 3 月下旬とした。
調査方法は、アンケート調査票を持参し、調
査の主旨と記入上の注意点を明確に示し依頼
し、保育士が記入後、郵送により回収を実施
した。調査対象者は、栃木県Ａ市及びＳ市内
で乳児保育を実施している保育園計 40 施設
に所属する 0 歳児クラス担任保育士とした。
調査項目は、①施設における離乳食の進行の
判断者、②保育士の離乳食に関する情報源、
③授乳・離乳の支援ガイド 2）の認知度・理
解度、④離乳食の内容に関する家庭との連絡・
確認、給食やおやつの時間等の離乳の援助に
おける保育士の意識や実践内容として、⑤子
どもたちの様子で困っていることや気になっ
ていることについて、⑥離乳の援助の際に保
育士が実践していることについて、⑦離乳の
援助をする上で保育士が特に大切にしている
ことの 7項目で実施した。なお、質問項目の
設定については、松生ら 3）や梶ら 4）の調査
項目及び乳幼児栄養調査 5）を参考に設定し
た。集計及び調査結果の検定には、エクセル、
SPSS Base システム 10.0J を用いた。
結　果
1．調査対象者の状況
　有効回答数は、計 36 施設 113 名であった。
調査対象者の基本属性を表 1に示した。
年齢階級別構成は、20 ～ 29 歳代が 31.0％、
30 ～ 39 歳 代 が 24.8 ％、40 ～ 49 歳 代 が
23.9％、50 ～ 59 歳代が 15.9％、60 歳以上
が 1.8％、不明が 2.7％であり、平均年齢（歳）
は 37.2 ± 10.6 歳であった。性別は全員が女
性であった。
　現在の保育園での勤務年数は、1 年未満が
15.9％、1 年以上 2 年未満が 23.9％、2 年以
上 5 年未満が 25.7％、5 年以上 10 年以上が
13.3％、10年以上が20.4％、不明0.9％であっ
た。また、自身の子育て経験の有無では、有
りが 56.6％、無しが 42.5％、無回答が 0.9％
であった。
2．離乳食実施の状況について
（1）離乳食の進行の判断者
　施設における離乳食の固さや形状などの内
容については、離乳初期、中期、後期、完了
期へと進行する時期を決定する主な判断者に
関する結果を表 2に示した。担任保育士自身
が判断するという回答が圧倒的に高く
93.8％であり、以下、保護者 57.5％、調理師・
調理員 46.9％の順であった。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ｎ＝113）
人数 （％）
年齢階級別 20～29歳代 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
30～39歳代 㻞㻤 㻔㻞㻠㻚㻤㻕
40～49歳代 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
50～59歳代 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
60歳以上 㻞 㻔㻝㻚㻤㻕
不明 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
性別 男性 㻜 㻜㻚㻜
女性 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
現在の保育園での 1年未満 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
勤務年数 1年以上2年未満 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
2年以上5年未満 㻞㻥 㻔㻞㻡㻚㻣㻕
5年以上10年未満 㻝㻡 㻔㻝㻟㻚㻟㻕
10年以上 㻞㻟 㻔㻞㻜㻚㻠㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
子育ての経験 有り 㻢㻠 㻔㻡㻢㻚㻢㻕
無し 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
平均年齢 37.2±10.6歳
（ｎ＝113）
人数 （％）
認知度 知っている 㻞㻝 㻔㻝㻤㻚㻢㻕
知らない 㻤㻥 㻔㻣㻤㻚㻤㻕
無回答 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
理解度 十分に理解できた 㻡 㻔㻞㻟㻚㻤㻕
ある程度は理解できた 㻝㻡 㻔㻣㻝㻚㻠㻕
あまり理解できなかった 㻜
まったく理解できなかった 㻜
どちらともいえない 㻝 㻔㻠㻚㻤㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
確認の有無 行っている 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
行っていない 㻜
確認の方法 口頭 㻥㻥 㻔㻤㻣㻚㻡㻕
（複数回答） 日誌・連絡帳 㻥㻝 㻔㻤㻜㻚㻡㻕
確認表 㻣㻠 㻔㻢㻡㻚㻡㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
同僚の保育士 㻤㻠 㻔㻣㻠㻚㻟㻕
専門書 㻢㻜 㻔㻡㻟㻚㻝㻕
調理師・調理員 㻡㻞 㻔㻠㻢㻚㻜㻕
自身の経験 㻡㻜 㻔㻠㻠㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻠㻟 㻔㻟㻤㻚㻝㻕
一般の本雑誌 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
学生時代の知識 㻝㻥 㻔㻝㻢㻚㻤㻕
インターネット 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
担当保育士 㻝㻜㻢 㻔㻥㻟㻚㻤㻕
保護者 㻢㻡 㻔㻡㻣㻚㻡㻕
調理師・調理員 㻡㻟 㻔㻠㻢㻚㻥㻕
主任保育士 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻞㻠 㻔㻞㻝㻚㻞㻕
園長 㻞㻜 㻔㻝㻣㻚㻣㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（複数回答）
（ｎ＝113）
人数 （％）
よくかまない 㻢㻞 㻔㻡㻠㻚㻥㻕
偏食 㻡㻤 㻔㻡㻝㻚㻟㻕
口から出す 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
むら食い 㻟㻠 㻔㻟㻜㻚㻝㻕
早食い 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
遊び食い 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
時間がかかる 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
ちらかし食い 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
小食 㻝㻠 㻔㻝㻞㻚㻠㻕
食欲がない 㻝㻟 㻔㻝㻝㻚㻡㻕
困っていることはない 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
表１　回答者の基本属性
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ｎ＝113）
人数 （％）
年齢階級別 20～29歳代 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
30～39歳代 㻞㻤 㻔㻞㻠㻚㻤㻕
40～49歳代 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
50～59歳代 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
60歳以上 㻞 㻔㻝㻚㻤㻕
不明 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
性別 男性 㻜 㻜㻚㻜
女性 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
現在の保育園で 1年未満 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
勤務年数 1年以上2年未満 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
2年以上5年未満 㻞㻥 㻔㻞㻡㻚㻣㻕
5年以上10年未満 㻝㻡 㻔㻝㻟㻚㻟㻕
10年以上 㻟 㻔㻞㻜㻚㻠㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
子育ての経験 有り 㻢㻠 㻔㻡㻢㻚㻢㻕
無し 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
平均年齢 37.2±10.6歳
（ｎ＝113）
人数 （％）
認知度 知っている 㻞㻝 㻔㻝㻤㻚㻢㻕
知らない 㻤㻥 㻔㻣㻤㻚㻤㻕
無回答 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
理解度 十分に理解できた 㻡 㻔㻞㻟㻚㻤㻕
ある程度は理解できた 㻝㻡 㻔㻣㻝㻚㻠㻕
あまり理解できなかった 㻜
まったく理解できなかった 㻜
どちらともいえない 㻝 㻔㻠㻚㻤㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
確認の有無 行っている 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
行っていない 㻜
確認の方法 口頭 㻥㻥 㻔㻤㻣㻚㻡㻕
（複数回答） 日誌・連絡帳 㻥㻝 㻔㻤㻜㻚㻡㻕
確認表 㻣㻠 㻔㻢㻡㻚㻡㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
同僚の保育士 㻤㻠 㻔㻣㻠㻚㻟㻕
専門書 㻢㻜 㻔㻡㻟㻚㻝㻕
調理師・調理員 㻡㻞 㻔㻠㻢㻚㻜㻕
自身の経験 㻡㻜 㻔㻠㻠㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻠㻟 㻔㻟㻤㻚㻝㻕
一般の本雑誌 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
学生時代の知識 㻝㻥 㻔㻝㻢㻚㻤㻕
インターネット 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
担当保育士 㻝㻜㻢 㻔㻥㻟㻚㻤㻕
保護者 㻢㻡 㻔㻡㻣㻚㻡㻕
調理師・調理員 㻡㻟 㻔㻠㻢㻚㻥㻕
主任保育士 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻞㻠 㻔㻞㻝㻚㻞㻕
園長 㻞㻜 㻔㻝㻣㻚㻣㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（複数回答）
（ｎ＝113）
人数 （％）
よくかまない 㻢㻞 㻔㻡㻠㻚㻥㻕
偏食 㻡㻤 㻔㻡㻝㻚㻟㻕
口から出す 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
むら食い 㻟㻠 㻔㻟㻜㻚㻝㻕
早食い 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
遊び食い 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
時間がかかる 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
ちらかし食い 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
小食 㻝㻠 㻔㻝㻞㻚㻠㻕
食欲がない 㻝㻟 㻔㻝㻝㻚㻡㻕
困っていることはない 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
表２　①離乳食の進行の判断者（複数回答 )
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（2）保育士の離乳食に関する情報源
　保育士の離乳食に関する情報源の結果を表
3 に示した。同僚の保育士とする回答が最も
高く 74.3％であり、以下、専門書 53.1％、
調理師・調理員 46.0％、自身の経験 44.2％
の順であった。
（3）「授乳・離乳の支援ガイド」の認知度・
理解度
　授乳・離乳の支援ガイドの認知度・理解度
に関する結果を表 4に示した。認知度は非常
に低く、「知っている」と回答した者は
18.6％と極めて低い値を示した。「知ってい
る」と回答した者に理解度を尋ねた結果、「十
分に理解できた」と回答した者は 23.8％で
低く、「ある程度は理解できた」と回答した
者が 71.4％で高値を示した。
（4）離乳食の内容に関する家庭との連絡・確認
　離乳食の内容に関する家庭との連絡・確認
の状況の結果を表 5に示した。確認の有無に
ついては、全ての保育士 100％が実施してい
ると回答した。確認の方法は、口頭が
87.5％、日誌・連絡帳を使用が 80.5％、離
乳食進行状況の確認表を使用が 65.5％であ
りいずれも高値を示し、複数の方法で綿密に
確認を実施しているという結果を示した。
３．離乳の援助における保育士の意識や実践
内容
（1）子どもたちの様子で困っていることや気
になっていること
　給食やおやつの時間において、保育士が子
どもたちの様子で困っていることや気になっ
ていることに関する結果を表 6 に示した。
「よくかまない」が最も高く 54.9％、以下、「偏
食」51.3％、「口から出す」42.5％、「むら食
い」30.1％、「早食い」29.2％、「遊び食い」
23.9% の順であった。
（2）離乳の援助の際に保育士が実践している
こと
　離乳の援助の際に保育士が実践している子
ども達への働きかけの内容に関する結果を表 
7 に示した。全ての項目において、60％以上
の者が「実践している」と回答していること
から、実践状況は極めて良好であった。「「アー
ン」、「モグモグ」、「カミカミ」、「ゴックン」
などの言葉かけをする」は 96.5％でほぼ全
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ｎ＝113）
人数 （％）
年齢階級別 20～29歳代 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
30～39歳代 㻞㻤 㻔㻞㻠㻚㻤㻕
40～49歳代 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
50～59歳代 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
60歳以上 㻞 㻔㻝㻚㻤㻕
不明 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
性別 男性 㻜 㻜㻚㻜
女性 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
現在の保育園での 1年未満 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
勤務年数 1年以上2年未満 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
2年以上5年未満 㻞㻥 㻔㻞㻡㻚㻣㻕
5年以上10年未満 㻝㻡 㻔㻝㻟㻚㻟㻕
10年以上 㻞㻟 㻔㻞㻜㻚㻠㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
子育ての経験 有り 㻢㻠 㻔㻡㻢㻚㻢㻕
無し 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
平均年齢 37.2±10.6歳
（ｎ＝113）
人数 （％）
認知度 知っている 㻞㻝 㻔㻝㻤㻚㻢㻕
知らない 㻤㻥 㻔㻣㻤㻚㻤㻕
無回答 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
理解度 十分に理解できた 㻡 㻔㻞㻟㻚㻤㻕
ある程度は理解できた 㻝㻡 㻔㻣㻝㻚㻠㻕
あまり理解できなかった 㻜
まったく理解できなかった 㻜
どちらともいえない 㻝 㻔㻠㻚㻤㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
確認の有無 行っている 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
行っていない 㻜
確認の方法 口頭 㻥㻥 㻔㻤㻣㻚㻡㻕
（複数回答） 日誌・連絡帳 㻥㻝 㻔㻤㻜㻚㻡㻕
確認表 㻣㻠 㻔㻢㻡㻚㻡㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
同僚の保育士 㻤㻠 㻔㻣㻠㻚㻟㻕
専門書 㻢㻜 㻔㻡㻟㻚㻝㻕
調理師・調理員 㻡㻞 㻔㻠㻢㻚㻜㻕
自身の経験 㻡㻜 㻔㻠㻠㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻠㻟 㻔㻟㻤㻚㻝㻕
一般の本雑誌 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
学生時代の知識 㻝㻥 㻔㻝㻢㻚㻤㻕
インターネット 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
担当保育士 㻝㻜㻢 㻔㻥㻟㻚㻤㻕
保護者 㻢㻡 㻔㻡㻣㻚㻡㻕
調理師・調理員 㻡㻟 㻔㻠㻢㻚㻥㻕
主任保育士 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻞㻠 㻔㻞㻝㻚㻞㻕
園長 㻞㻜 㻔㻝㻣㻚㻣㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（複数回答）
（ｎ＝113）
人数 （％）
よくかまない 㻢㻞 㻔㻡㻠㻚㻥㻕
偏食 㻡㻤 㻔㻡㻝㻚㻟㻕
口から出す 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
むら食い 㻟㻠 㻔㻟㻜㻚㻝㻕
早食い 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
遊び食い 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
時間がかかる 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
ちらかし食い 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
小食 㻝㻠 㻔㻝㻞㻚㻠㻕
食欲がない 㻝㻟 㻔㻝㻝㻚㻡㻕
困っていることはない 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
表３　②離乳食に関する情報源（複数回答 )
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ｎ＝113）
人数 （％）
年齢階級別 20～29歳代 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
30～39歳代 㻞㻤 㻔㻞㻠㻚㻤㻕
40～49歳代 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
50～59歳代 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
60歳以上 㻞 㻔㻝㻚㻤㻕
不明 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
性別 男性 㻜 㻜㻚㻜
女性 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
現在の保育園での 1年未満 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
勤務年数 1年以上2年未満 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
2年以上5年未満 㻞㻥 㻔㻞㻡㻚㻣㻕
5年以上10年未満 㻝㻡 㻔㻝㻟㻚㻟㻕
10年以上 㻞㻟 㻔㻞㻜㻚㻠㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
子育ての経験 有り 㻢㻠 㻔㻡㻢㻚㻢㻕
無し 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
平均年齢 37.2±10.6歳
（ｎ＝113）
人数 （％）
認知度 知っている 㻞㻝 㻔㻝㻤㻚㻢㻕
知らない 㻤㻥 㻔㻣㻤㻚㻤㻕
無回答 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
理解度 十分に理解できた 㻡 㻔㻞㻟㻚㻤㻕
ある程度は理解できた 㻝㻡 㻔㻣㻝㻚㻠㻕
あまり理解できなかった 㻜
まったく理解できなかった 㻜
どちらともいえない 㻝 㻔㻠㻚㻤㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
確認の有無 行っている 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
行っていない 㻜
確認の方法 口頭 㻥㻥 㻔㻤㻣㻚㻡㻕
（複数回答） 日誌・連絡帳 㻥㻝 㻔㻤㻜㻚㻡㻕
確認表 㻣㻠 㻔㻢㻡㻚㻡㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
同僚の保育士 㻤㻠 㻔㻣㻠㻚㻟㻕
専門書 㻢㻜 㻔㻡㻟㻚㻝㻕
調理師・調理員 㻡㻞 㻔㻠㻢㻚㻜㻕
自身の経験 㻡㻜 㻔㻠㻠㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻠㻟 㻔㻟㻤㻚㻝㻕
一般の本雑誌 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
学生時代の知識 㻝㻥 㻔㻝㻢㻚㻤㻕
インターネット 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
担当保育士 㻝㻜㻢 㻔㻥㻟㻚㻤㻕
保護者 㻢㻡 㻔㻡㻣㻚㻡㻕
調理師・調理員 㻡㻟 㻔㻠㻢㻚㻥㻕
主任保育士 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻞㻠 㻔㻞㻝㻚㻞㻕
園長 㻞㻜 㻔㻝㻣㻚㻣㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（複数回答）
（ｎ＝113）
人数 （％）
よくかまない 㻢㻞 㻔㻡㻠㻚㻥㻕
偏食 㻡㻤 㻔㻡㻝㻚㻟㻕
口から出す 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
むら食い 㻟㻠 㻔㻟㻜㻚㻝㻕
早食い 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
遊び食い 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
時間がかかる 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
ちらかし食い 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
小食 㻝㻠 㻔㻝㻞㻚㻠㻕
食欲がない 㻝㻟 㻔㻝㻝㻚㻡㻕
困っていることはない 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
表４　③授乳・離乳の支援ガイドの認知度・理解度
表５　④離乳食に関する家庭との連絡・確認
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ｎ＝113）
人数 （％）
年齢階級別 20～29歳代 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
30～39歳代 㻞㻤 㻔㻞㻠㻚㻤㻕
40～49歳代 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
50～59歳代 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
60歳以上 㻞 㻔㻝㻚㻤㻕
不明 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
性別 男性 㻜 㻜㻚㻜
女性 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
現在の保育園での 1年未満 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
勤務年数 1年以上2年未満 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
2年以上5年未満 㻞㻥 㻔㻞㻡㻚㻣㻕
5年以上10年未満 㻝㻡 㻔㻝㻟㻚㻟㻕
10年以上 㻞㻟 㻔㻞㻜㻚㻠㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
子育ての経験 有り 㻢 㻔㻡㻢㻚㻢㻕
無し 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
不明 㻔㻜㻚㻥㻕
平均年齢 37.2±10.6歳
（ｎ＝113）
人数 （％）
認知度 知っている 㻞㻝 㻔㻝㻤㻚㻢㻕
知らない 㻤㻥 㻔㻣㻤㻚㻤㻕
無回答 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
理解度 十分に理解できた 㻡 㻔㻞㻟㻚㻤㻕
ある程度は理解できた 㻝㻡 㻔㻣㻝㻚㻠㻕
あまり理解できなかった 㻜
まったく理解できなかった 㻜
どちらともいえない 㻝 㻔㻠㻚㻤㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
確認の有無 行って る 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
行っていない 㻜
確認の方法 口頭 㻥㻥 㻔㻤㻣㻚㻡㻕
（複数回答） 日誌・連絡帳 㻥㻝 㻔㻤㻜㻚㻡㻕
確認表 㻣㻠 㻔㻢㻡㻚㻡㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
同僚の保育士 㻤㻠 㻔㻣㻠㻚㻟㻕
専門書 㻢㻜 㻔㻡㻟㻚㻝㻕
調理師・調理員 㻡㻞 㻔㻠㻢㻚㻜㻕
自身の経験 㻡㻜 㻔㻠㻠㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻠㻟 㻔㻟㻤㻚㻝㻕
一般の本雑誌 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
学生時代の知識 㻝㻥 㻔㻝㻢㻚㻤㻕
インターネット 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
担当保育士 㻝㻜㻢 㻔㻥㻟㻚㻤㻕
保護者 㻢㻡 㻔㻡㻣㻚㻡㻕
調理師・調理員 㻡㻟 㻔㻠㻢㻚㻥㻕
主任保育士 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻞㻠 㻔㻞㻝㻚㻞㻕
園長 㻞㻜 㻔㻝㻣㻚㻣㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（複数回答）
（ｎ＝113）
人数 （％）
よくかまない 㻢㻞 㻔㻡㻠㻚㻥㻕
偏食 㻡㻤 㻔㻡㻝㻚㻟㻕
口から出す 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
むら食い 㻟㻠 㻔㻟㻜㻚㻝㻕
早食い 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
遊び食い 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
時間がかかる 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
ちら し食い 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
小食 㻝㻠 㻔㻝㻞㻚㻠㻕
食欲がない 㻝㻟 㻔㻝㻝㻚㻡㻕
困っていることはない 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
表６　⑤子どもの様子で困っていることや気に
　　　　なること（複数回答）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ｎ＝113）
人数 （％）
年齢階級別 20～29歳代 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
30～39歳代 㻞㻤 㻔㻞㻠㻚㻤㻕
40～49歳代 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
50～59歳代 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
60歳以上 㻞 㻔㻝㻚㻤㻕
不明 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
性別 男性 㻜 㻜㻚㻜
女性 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
現在の保育園での 1年未満 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
勤務年数 1年以上2年未満 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
2年以上5年未満 㻞㻥 㻔㻞㻡㻚㻣㻕
5年以上10年未満 㻝㻡 㻔㻝㻟㻚㻟㻕
10年以上 㻞㻟 㻔㻞㻜㻚㻠㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
子育ての経験 有り 㻢㻠 㻔㻡㻢㻚㻢㻕
無し 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
不明 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
平均年齢 37.2±10.6歳
（ｎ＝113）
人数 （％）
認知度 知っている 㻞㻝 㻔㻝㻤㻚㻢㻕
知らない 㻤㻥 㻔㻣㻤㻚㻤㻕
無回答 㻟 㻔㻞㻚㻣㻕
理解度 十分に理解できた 㻡 㻔㻞㻟㻚㻤㻕
ある程度は理解できた 㻝㻡 㻔㻣㻝㻚㻠㻕
あまり理解できなかった 㻜
まったく理解できなかった 㻜
どちらともいえない 㻝 㻔㻠㻚㻤㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
確認の有無 行っている 㻝㻝㻟 㻔㻝㻜㻜㻚㻜㻕
行っていない 㻜
確認の方法 口頭 㻥㻥 㻔㻤㻣㻚㻡㻕
（複数回答） 日誌・連絡帳 㻥㻝 㻔㻤㻜㻚㻡㻕
確認表 㻣㻠 㻔㻢㻡㻚㻡㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
同僚の保育士 㻤㻠 㻔㻣㻠㻚㻟㻕
専門書 㻢㻜 㻔㻡㻟㻚㻝㻕
調理師・調理員 㻡㻞 㻔㻠㻢㻚㻜㻕
自身の経験 㻡㻜 㻔㻠㻠㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻠㻟 㻔㻟㻤㻚㻝㻕
一般の本雑誌 㻟㻡 㻔㻟㻝㻚㻜㻕
学生時代の知識 㻝㻥 㻔㻝㻢㻚㻤㻕
インターネット 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
その他 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
担当保育士 㻝㻜㻢 㻔㻥㻟㻚㻤㻕
保護者 㻢㻡 㻔㻡㻣㻚㻡㻕
調理師・調理員 㻡㻟 㻔㻠㻢㻚㻥㻕
主任保育士 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
栄養士・管理栄養士 㻞㻠 㻔㻞㻝㻚㻞㻕
園長 㻞㻜 㻔㻝㻣㻚㻣㻕
医師 㻝 㻔㻜㻚㻥㻕
（複数回答）
（ｎ＝113）
人数 （％）
よくかまない 㻢㻞 㻔㻡㻠㻚㻥㻕
偏食 㻡㻤 㻔㻡㻝㻚㻟㻕
口から出す 㻠㻤 㻔㻠㻞㻚㻡㻕
むら食い 㻟㻠 㻔㻟㻜㻚㻝㻕
早食い 㻟㻟 㻔㻞㻥㻚㻞㻕
遊び食い 㻞㻣 㻔㻞㻟㻚㻥㻕
時間がかかる 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
ちらかし食い 㻝㻤 㻔㻝㻡㻚㻥㻕
小食 㻝㻠 㻔㻝㻞㻚㻠㻕
食欲がない 㻝㻟 㻔㻝㻝㻚㻡㻕
困っていることはない 㻣 㻔㻢㻚㻞㻕
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ての保育士が実践していると回答しており、
積極的な言葉かけをしながら離乳を援助して
いる保育士が多いことが確認された。また、
自由回答の中には、「美味しいね」などの言
葉かけとともに保育士が自ら美味しそうに笑
顔で食べている姿を見せるという意見も多く
見られた。以下、「子どもの食べるペースを
確認する」83.2％、「子どもの咀嚼や飲み込
み状態に合わせた個別対応をする」81.4％の
順であり、多くの保育士が安全面を配慮する
傾向が確認された。
　一方、実践していると回答した者が比較的
低い結果を示した項目もあり、「子ども本人
用のスプーンと介助用のスプーンを 2つ以上
準備して併用する」68.1％、「手づかみ食べ
を十分にさせる」73.5％であり、子どもが自
ら食べるという食育面への配慮の実践が比較
的低い傾向が見られた。
　離乳の援助の際に実践していることについ
て、保育士の保育園における勤務年数との関
連性を検討するためにχ2 検定を行った結果、
有意差の認められた結果を図 1‐1、図 1‐2
に示した。「子どもの咀嚼や飲み込み状態に
合わせた個別対応をする」（χ2 ＝ 13.224, 
df ＝ 4,p ＜ 0.05）、「子どもの一口の量を確
認する」 （χ2 ＝ 12.0998,df ＝ 4,p ＜ 0.05）
で有意差が認められた。特に、本結果では、
保育士勤務年数が 1年未満及び 1年以上 2年
未満の保育士で実践状況が低い傾向を示し
た。
　さらに、離乳の援助の際に実践しているこ
とについて、自身の子育て経験の有無との関
連性を検討するためにχ2 検定を行った結果、
有意差の認められた結果を図 2‐1、図 2‐2
に示した。「手づかみ食べを十分にさせる」（χ
2 ＝ 3.812,df ＝ 1,p ＜ 0.05）、「子ども本人
用のスプーンと介助用のスプーンを 2つ以上
準備して併用する」（χ2 ＝ 4.033,df ＝ 1, p
＜ 0.05）で有意差が認められ、子育て経験
を有する保育士で実践状況が高い傾向を示し
た。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ｎ＝113）
人数 （％）
「ｱｰﾝ」「ﾓｸﾞﾓｸﾞ」「ｶﾐｶﾐ」「ｺﾞｯｸﾝ」などの言葉かけ 㻝㻜㻥 㻔㻥㻢㻚㻡㻕
子どもの食べるペースを確認 㻥㻠 㻔㻤㻟㻚㻞㻕
子どもの咀嚼や飲み込み状態に合わせた個別対応 㻥㻞 㻔㻤㻝㻚㻠㻕
子どもの一口の量を確認 㻤㻤 㻔㻣㻣㻚㻥㻕
子どもの食べる姿勢が適切であるかを確認 㻤㻠 㻔㻣㻠㻚㻟㻕
手づかみ食べを十分にさせる 㻤㻟 㻔㻣㻟㻚㻡㻕
子ども本人用と介助用ｽﾌﾟｰﾝを２つ以上準備し併用 㻣㻣 㻔㻢㻤㻚㻝㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
子どもが自ら進んで食べたいという気持ちや意欲 㻝㻜㻝 㻔㻤㻥㻚㻠㻕
家庭との連携を図ること 㻥㻟 㻔㻤㻞㻚㻟㻕
友人や先生と一緒の楽しい食卓の雰囲気づくり 㻤㻟 㻔㻣㻟㻚㻡㻕
誤嚥や窒息などの事故が発生しないようにすること 㻤㻞 㻔㻣㻞㻚㻢㻕
衛生面を十分に配慮すること（食事前後の手洗いなど） 㻤㻝 㻔㻣㻝㻚㻣㻕
咀嚼力（かむ力）を育てること 㻣㻠 㻔㻢㻡㻚㻡㻕
色々な食品の味や舌触りを楽しませること 㻣㻞 㻔㻢㻟㻚㻣㻕
食事のマナーを身につけさせること（食事前後の挨拶など） 㻡㻢 㻔㻠㻥㻚㻢㻕
好き嫌いなく色々なものを食べさせること 㻡㻡 㻔㻠㻤㻚㻣㻕
規則的な食事のリズムを育てること 㻠㻞 㻔㻟㻣㻚㻞㻕
食べ残しをしないようにすること 㻝㻞 㻔㻝㻜㻚㻢㻕
表７　⑥離乳の援助の際に実践していること（複数回答）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
大切にしている 大切にしていない 
 
0 10 20 30 40 50 60 
困っていることはない 
食欲がない 
小食 
ちらかし食い 
時間がかかる 
遊び食い 
早食い 
むら食い 
口から出す 
偏食 
よくかまない 
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
本調査（0歳児クラス乳幼児）保育士回答 
平成17年度乳幼児栄養調査結果（0歳以上）母親回答 
平成7年度乳幼児栄養調査結果（0歳以上）母親回答 
（％） 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
子育て経験あり 
子育て経験なし 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
子育て経験あり 
子育て経験なし 
実践している 実践していない 
図１－１　勤務年数との関連
～咀嚼や飲み込み状態に合わせた個別対応～
保育士による離乳の援助の現状
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
大切にしている 大切にしていない 
 
0 10 20 30 40 50 60 
困っていることはない 
食欲がない 
小食 
ちらかし食い 
時間がかかる 
遊び食い 
早食い 
むら食い 
口から出す 
偏食 
よくかまない 
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
本調査（0歳児クラス乳幼児）保育士回答 
平成17年度乳幼児栄養調査結果（0歳以上）母親回答 
平成7年度乳幼児栄養調査結果（0歳以上）母親回答 
（％） 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
子育て経験あり 
子育て経験なし 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
子育て経験あり 
子育て経験なし 
実践している 実践していない 
図１－２　勤務年数との関連
～一口の量の確認～
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
大切にしている 大切にしていない 
 
0 10 20 30 40 50 60 
困っていることはない 
食欲がない 
小食 
ちらかし食い 
時間がかかる 
遊び食い 
早食い 
むら食い 
口から出す 
偏食 
よくかまない 
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
本調査（0歳児クラス乳幼児）保育士回答 
平成17年度乳幼児栄養調査結果（0歳以上）母親回答 
平成7年度乳幼児栄養調査結果（0歳以上）母親回答 
（％） 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
子育て経験あり 
子育て経験なし 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
子育て経験あり 
子育て経験なし 
実践している 実践していない 
図２－１　子育て経験の有無との関連
～手づかみで食べさせること～
図２－２　子育て経験の有無との関連
～スプーン２つを併用～
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（3）離乳の援助をする上で保育士が特に大切
にしていること
　離乳の援助をする上で保育士が特に大切に
していることに関する結果を表 8 に示した。
「子どもが自ら進んで食べたいという気持ち
や意欲」は 89.4％の保育士が大切にしてい
ると最も高く回答し、以下、「家庭との連携
を図ること」82.3％、「友人や先生と一緒の
楽しい食卓の雰囲気づくり」73.5％の順で
あった。この結果は、子どもが自ら食べる楽
しさを体験できるような環境づくりを保育士
が行おうとする傾向の表れであると考えられ
た。次に「誤嚥や窒息などの事故が発生しな
いようにすること」72.6％、「衛生面を十分
に配慮すること」71.7％などの順であり、安
全・衛生面への配慮を大切にしているという
傾向が見られた。
　一方、大切にしていると回答した者が低い
結果を示した項目は「食べ残しをしないよう
にする」10.6％と極めて低く、以下、「規則
的な食事のリズムを育てる」37.2％、「好き
嫌いなく色々なものを食べさせる」48.7％、
「食事のマナーを身につけさせる」49.6％の
順であり、意識の低い傾向が見られた。
　離乳の援助をする上で保育士が特に大切に
していることについて、保育士の保育園にお
ける勤務年数との関連性を検討するためにχ2
検定を行った結果、有意差の認められた結果
を図 3 に示した。「誤嚥や窒息などの事故が
発生しないようにする」（χ2 ＝ 16.419, df
＝ 4,p ＜ 0.01）で有意差が認められ、特に、
本調査では、保育士勤務年数が 1年以上 2年
未満の保育士で実践状況が低い傾向を示し
た。
　さらに、離乳の援助をする上で保育士が特
に大切にしていることについて、自身の子育
て経験の有無との関連性を検討するためにχ2
検定を行ったが、関連性は認められなかった。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
大切にしている 大切にしていない 
 
0 10 20 30 40 50 60 
困っていることはない 
食欲がない 
小食 
ちらかし食い 
時間がかかる 
遊び食い 
早食い 
むら食い 
口から出す 
偏食 
よくかまない 
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
本調査（0歳児クラス乳幼児）保育士回答 
平成17年度乳幼児栄養調査結果（0歳以上）母親回答 
平成7年度乳幼児栄養調査結果（0歳以上）母親回答 
（％） 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
1年未満 
1年以上2年未満 
2年以上5年未満 
5年以上10年未満 
10年以上 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
子育て経験あり 
子育て経験なし 
実践している 実践していない 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
子育て経験あり 
子育て経験なし 
実践している 実践していない 
図３　勤務年数との関連
～誤嚥や窒息など事故が発生しないように～
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ｎ＝113）
人数 （％）
「ｱｰﾝ」「ﾓｸﾞﾓｸﾞ」「ｶﾐｶﾐ」「ｺﾞｯｸﾝ」などの言葉かけ 㻝㻜㻥 㻔㻥㻢㻚㻡㻕
子どもの食べるペースを確認 㻥㻠 㻔㻤㻟㻚㻞㻕
子どもの咀嚼や飲み込み状態に合わせた個別対応 㻥㻞 㻔㻤㻝㻚㻠㻕
子どもの一口の量を確認 㻤㻤 㻔㻣㻣㻚㻥㻕
子どもの食べる姿勢が適切であるかを確認 㻤㻠 㻔㻣㻠㻚㻟㻕
手づかみ食べを十分にさせる 㻤㻟 㻔㻣㻟㻚㻡㻕
子ども本人用と介助用ｽﾌﾟｰﾝを２つ以上準備し併用 㻣㻣 㻔㻢㻤㻚㻝㻕
（ｎ＝113）
人数 （％）
子どもが自ら進んで食べたいという気持ちや意欲 㻝㻜㻝 㻔㻤㻥㻚㻠㻕
家庭との連携を図ること 㻥㻟 㻔㻤㻞㻚㻟㻕
友人や先生と一緒の楽しい食卓の雰囲気づくり 㻤㻟 㻔㻣㻟㻚㻡㻕
誤嚥や窒息などの事故が発生しないようにすること 㻤㻞 㻔㻣㻞㻚㻢㻕
衛生面を十分に配慮すること（食事前後の手洗いなど） 㻤㻝 㻔㻣㻝㻚㻣㻕
咀嚼力（かむ力）を育てること 㻣㻠 㻔㻢㻡㻚㻡㻕
色々な食品の味や舌触りを楽しませること 㻣㻞 㻔㻢㻟㻚㻣㻕
食事のマナーを身につけさせること（食事前後の挨拶など） 㻡㻢 㻔㻠㻥㻚㻢㻕
好き嫌いなく色々なものを食べさせること 㻡㻡 㻔㻠㻤㻚㻣㻕
規則的な食事のリズムを育てること 㻠㻞 㻔㻟㻣㻚㻞㻕
食べ残しをしないようにすること 㻝㻞 㻔㻝㻜㻚㻢㻕
表８　⑦離乳の援助をする上で大切にしていること（複数回答）
保育士による離乳の援助の現状
－ 65 －
考　察
1．離乳食実施と保育士の対応の現状
　本調査の対象施設においては髙木ら 6）の
調査結果より、栄養士・管理栄養士の配置が
非常に少ないという現状が明らかとなってい
る。このことは、保育所には栄養士・管理栄
養士の設置義務がないため、各施設における
配置の有無は任意となっていることが要因の
一つとして考えられる。特に、公立保育所で
は市の栄養士の指導を受けているため、各施
設に栄養士・管理栄養士が常勤として配置さ
れる割合は全国的に見ても低い傾向にある。
　このため、保育現場における保育士は栄養
士・管理栄養士といった食と栄養の専門家か
らの助言を受ける機会は乏しく、保育士は自
らの判断によって離乳食の進行を決定せざる
を得ない状況にあることが本調査からも明ら
かとなった。また、それらの情報源について
は、自らの経験なども含めた保育士同士によ
る情報交換が主となっているのが現状である
ことも明らかとなった。
　このような状況を要因の一つとして、職員
間による離乳の援助対応に差異が生じている
と考えられ、特に本調査の結果から、保育士
の勤務年数や子育て経験の有無が大きく影響
を与えていることが明らかとなった。
　関連性が認められた事項としては、経験年
数が長い保育士は、誤嚥や窒息などの危険性
を考慮し、子どもの咀嚼や飲み込み、一口の
量の確認を実施する意識が高い傾向が見られ
た。近年、乳幼児や高齢者による食品を原因
とした窒息事故が多数発生しており、全ての
保育士の窒息事故に対する意識を高め、子ど
もの発達段階と咀嚼、嚥下能力、食品の選択
やその与え方に対する知識を持たせることが
必要であると考える。
　また、子育て経験の有る保育士は、自身の
経験を通し、「子どもが自分の意志で自ら進
んで食べる」という食育面の重要性を認識し、
積極的な支援の実践をしている傾向が見られ
た。特に、子どもが自ら進んで食べるという
観点から、離乳期後半からは「手づかみ食べ」
は非常に重要な食行動である。この行動はス
プーンなどの食具を使って自ら食べることへ
の大切な基礎となることが知られており、児
の月齢や反応に応じてすべての保育士に実践
を求めるべき重要な食育活動であると考え
る。しかし、堤 7）が母親の状況として指摘
するように、手づかみ食べの重要性を認識せ
ず、行儀の悪い行動であるととらえ、手づか
み食べを十分にさせていない若手保育士が多
数いる可能性も推測された。
　このような職員間による離乳の援助対応の
差異を少なくし、全ての保育士が共通認識を
持った上で離乳支援をする体制が必要である
と考えられる。離乳の支援において、保育士
が自らの長年の経験や感覚で得たものを生か
すことは非常に重要で意義のあることであ
る。しかし、勤務年数の少ない若手保育士に
とっては経験が乏しく非常に難しいことが推
測され、先輩保育士の経験を参考にせざるを
得ない状況も垣間見える。
　さらに、ベテラン保育士においても、離乳
食進行や内容に関する判断基準は曖昧なもの
となっていることが推測され、専門知識への
対応の不備が懸念される。
　平成 19 年 3 月に最新の知見を踏まえて策
定された「授乳・離乳の支援ガイド」2）にお
いては子どもに関わる保育従事者が適切に支
援を進めていくことが出来るよう提言されて
おり、これを一定の判断基準として離乳を進
行していくことが望ましいと考える。しかし
ながら、本調査ではこの認知度・理解度は共
に非常に低い結果を示したことから、「授乳・
離乳の支援ガイド」を用いた研修会等を積極
的に実施し、保育士自身の知識や意識を高め
ることが必要と考える。
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２．離乳食を食べる子どもたちの様子の現状と
課題
　本調査の結果から、給食やおやつの時間等
における 0歳児クラスの子どもたちの様子で
は、特に咀嚼、偏食について問題視されてい
ることが明らかとなった。本調査の結果及び
平成 17 年度、平成 7 年度乳幼児栄養調査結
果 5）を比較した結果を図 4 に示した。平成
17 年度の調査結果では、1 位が遊び食い、2
位が偏食する、3 位がむら食いという結果で
あり、特に「偏食する」、「よくかまない」と
いう回答が 10 年前と比較して急激に増加し
たことが問題点として指摘されている。なお、
乳幼児栄養調査では 1歳を超えた子どもの食
事で保護者が困っていることの調査結果であ
り、回答者、対象となる子どもの月齢は本調
査とは異なるが、前述した偏食、咀嚼といっ
た問題点は、本調査の結果が上位 2項目と一
致していた。これらの結果からは、離乳期か
らの子どもの偏食、咀嚼行動などの問題は離
乳の援助を円滑に進める上で非常に大きな問
題となることが推測され、今後の課題である
ことが明らかとなった。
　咀嚼については、子どもの歯の生え方や口
腔内の形成変化などの点を踏まえた理解が必
要であり、保育士養成教育における「子ども
の食と栄養」に関する教育において十分な体
制で実施する必要性があると考える。
　さらに偏食については、離乳期では固さや
大きさ、舌触りなどの食べにくさから生じて
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いる可能性もあることから、調理形態の工夫
が必要である。このことについては辻ら8）は、
保育系と給食系の職員間の連携が不十分であ
り、嫌いな食べ物がある子どもへの対応が保
育系の判断に任せている施設が多いことを問
題点として指摘している。従って、保育士は
栄養士あるいは調理師・調理員などの他職種
と協力連携し、適切な調理対応をとることが
必要であることが示唆された。さらに、年齢
が上がるにつれて、味覚の発達だけでなく自
己主張が出現し、偏食が起こると考えられ、
保育所内での幅広い食育活動の展開が必要で
あると考える。
まとめ
　本研究では保育所における離乳食の実施状
況、0 歳児クラス担任保育士の離乳食に対す
る知識や意識の現状について調査を行った結
果、以下のことが明らかとなった。
（1）保育所における離乳食の段階進行につ
いては、担任保育士自身が判断して行う
という回答が 90％以上を占め非常に高
かった。また、離乳食の内容については
保護者との連絡・確認を全ての保育士が
実施しており、その方法としては、口頭
確認に加え、日誌・連絡帳や離乳食進行
状況を使用し、複数の方法で実施されて
いた。
（2）保育士の離乳食に関する情報源は、保
育士自らの知識や経験とする者が多く、
栄養士・管理栄養士といった食と栄養の
専門家からの助言を受ける機会が少ない
状況あった。
（3）「授乳・離乳の支援ガイド」の認知度
は非常に低く、理解度も不十分であるこ
とが推測され、「授乳・離乳の支援ガイド」
を用いた研修会等の積極的な実施の必要
性が示唆された。
（4）給食やおやつの時間において、保育士
が子どもたちの様子で困っていることや
気になっていることは、咀嚼や偏食に関
する内容の回答が高く、乳幼児栄養調査
において問題視された項目と同様であっ
た。これらのことから、咀嚼及び偏食行
動は離乳の支援を円滑に進める上で最も
大きな課題となることが推測された。
（5）離乳の援助の際の子ども達への働きか
けとして保育士が実践していることは、
全ての項目において、60％以上の者が「実
践している」と回答しており、実践状況
は極めて良好であった。特に、食べる際
の言葉かけ、ペース確認、咀嚼や飲み込
み状態に合わせた個別対応などの回答が
高く、安全面を配慮する傾向が見られた。
咀嚼や飲み込み状態に合わせた個別対応
及び一口量の確認については、保育士の
保育園における勤務年数との関連性が認
められた。一方、食具を 2つ以上準備し
併用することや手づかみ食べについてな
ど、子どもが自ら食べるという食育面へ
の配慮の実践がやや低い傾向が見られ
た。この 2項目については、保育士自身
の子育て経験の有無との関連性が認めら
れた。
（6）離乳の援助をする上で保育士が特に大
切にしていることでは、子どもが自ら進
んで食べたいという気持ちや意欲や家庭
との連携などへの回答が非常に高かっ
た。また、誤嚥や窒息等の安全・衛生面
への配慮を大切にしているという回答も
高かった。特に、誤嚥や窒息については
保育士の保育園における勤務年数との関
連性が認められた。一方、食べ残し、規
則的な食事のリズム、好き嫌いといった
栄養面や食事のマナーについての回答が
低かった。
　※本研究は平成 24 年度日本栄養改善学会
において発表したものに加筆したものであ
る。
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